
一．
五
色
百
人
一
首
教
室
に
つ
い
て

　
百
人
一
首
の
最
大
の
魅
力
は
、
年
齢
も

性
別
も
こ
え
て
一
緒
に
取
り
組
め
る
こ
と

で
す
。

　
練
習
会
に
は
、
約
二
十
人
の
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
り
ま
す
。

　
そ
の
中
に
は
、
近
畿
地
区
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
選
手
た
ち
も
い
ま
す
。
近
年
の

成
績
は
、
五
色
百
人
一
首
近
畿
大
会

個
人
戦
優
勝
一
回
、
準
優
勝
四
回
、

団
体
戦
ベ
ス
ト
８
二
回
。
県
大
会
も

優
勝
・
入
賞
者
が
多
数
。
兵
庫
県
で
は
、

強
豪
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
ひ
ら
が
な
が
読
め

る
よ
う
に
な
っ
た
ば
か
り
の
幼
稚
園

の
お
子
さ
ん
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

札
を
一
枚
暗
記
し
た
の
で
、
そ
の
一

枚
だ
け
は
飛
び
つ
い
て
取
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
年
齢
も
学
校
も
実
力
も

様
々
な
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
百
人
一

首
を
通
じ
て
切
磋
琢
磨
し
、
仲
よ
く
な
っ

て
い
ま
す

て
い
ま
す
。

二．
五
色
百
人
一
首
と
は

　﹁
百
人
一
首
﹂
と
い
う
と
、
札
を
百
枚

並
べ
て
試
合
を
す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

札
で
試
合
を
す
る

し
か
し
、
百
枚
の
札

と
、

札
を
探
す
の
も
大
変
、

札
の
暗
記
が
大
変
、
札中

力
が
持
た
な
い
と

長
時
間
の
試
合
で
集
中中
力
が
持
た
な
い

集
中

い
う
困
難
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、

り
ま

子
ど
も
た
ち
が
百
人
一
首
の
楽
し
さ
を

人

知
る
前
に
、
百
人
一
首
が
嫌
に
な
っ
て
し

一
首

ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
百
人
一
首
を
二
十
枚
ず
つ
に

一
首

分
け
、
五
色
に
色
分
け
し
た
﹁
五
色
百
人

分
け

一
首
﹂
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

ま
し

五
色
百
人
一
首

五
色
百
人
一
首
で
は
、
二
十
枚
の

で

札

だ
け
で
試
合
を
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

札
を
探
す
の
は
簡
単単
。
試
合
時
間
は
、
一

試
合
わ
ず
か
三
分
間
。
そ
の
お
か
げ
で
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
でで
も
、
集
中
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
まま
す
。

　
百
人
一
首
が
強
く
な
る
た
め
に
、
最
も

大
切
な
の
は
暗
記
で
す
。
百
枚
を
暗
記
す

る
の
は
大
変
で
す
が
、
五
色
百
人
一
首
の

二
十
枚
な
ら
短
期
間
で
覚
え
ら
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
短
期
間
で
力
が
伸
び
ま
す
。

三
．
五
色
百
人
一
首
教
室
の
目
的

　
こ
の
教
室
の
最
大
の
目
的
は
、
百
人
一

首
が
強
い
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

百
人
一
首
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
自
尊
感
情
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

百
人
一
首
は
、
努
力
す
れ
ば
、

確
実
に
強
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

﹁
努
力
し
て
、
そ
れ
が
報
わ
れ
た
。﹂

と
い
う
成
功
経
験
を
し
た
子
は
、

自
分
に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
大
会
に
勝
つ
こ
と
だ
け
が
、
成

功
体
験
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
札
を

１
枚
覚
え
た
こ
と
、
１
枚
で
も

札
を
取
れ
た
こ
と
、
暗
記
テ
ス
ト
に
合
格

す
る
こ
と
、
昇
級
す
る
こ
と
、
練
習
で
も

様
々
な
場
面
で
成
功
体
験
が
で
き
る
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
。

　
百
人
一
首
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

心
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

　
練
習
会
は
、
毎
月
第
一
・
三
日
曜
日
の

十
時
〜
十
二
時
に
福
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　﹁
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
﹂
は
、
ア
ー
ト
フ

ラ
ワ
ー
︵
造
花
︶
を
手
造
り
し
て
い
る

ク
ラ
ブ
で
す
。
会
員
み
ん
な
で
楽
し
く

和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
工
程
は
、
白
い
布
で
型
を
切
り
、
色
を

染
め
、
コ
テ
を
当
て
て
花
の
型
を
整
え
、

仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。
四
季
折
々
の
種
類
の

花
を
造
り
、
出
来
上
が
る
と
家
の
中
に

飾
っ
た
り
、
知
り
合
い
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
り
し
て
喜
ん
で
い
た
だ
け
て
い
ま
す
。

　
私
事
で
す
が
、
三
十
五
年
間
、
ア
ー
ト

フ
ラ
ワ
ー
の
指
導
を
続
け
て
い
ま
す
。
現

在
、
第
一
・
第
三
土
曜
日
の
午
後
に
文
化

セ
ン
タ
ー
二
階
和
室
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
お
花
の
好
き
な
方
、
何
か
趣
味
を
持
ち

た
い
方
、
私
た
ち
と
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
を

造
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
素
敵
な
ア
ー
ト
フ

ラ
ワ
ー
が
日
々
の
生
活
に
彩
り
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
見
学
に
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

「日々の生活に彩りを」

代表 坪田　教子

「日々の生活に彩りを」「日々の生活に彩りを」「日々の生活に彩りを」
　　　　アートフラワー　　　　アートフラワー　　　　アートフラワー　　　アートフラワー

代表代表代表 坪田　教子坪田　教子坪田　教子
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第
三
十
四
回
福
崎
町
美
術
展(

公
募
展)

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
応
募
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
会
期
　
平
成
二
十
八
年

　
　
　
　
　
五
月
二
十
日
︵
金)

〜

　
　
　
　
　
五
月
二
十
二
日
︵
日
︶

◆
会
場
　
福
崎
町
エ
ル
デ
ホ
ー
ル

◆
主
催
　
福
崎
町ă

福
崎
町
教
育
委
員
会

◆
部
門
　
日
本
画
・
洋
画
・
書
・
写
真
・

　
　
　
　
彫
塑
工
芸

　
応
募
は
一
部
門
一
人
一
点
、
未
発
表
の

作
品
に
限
る
。

◆
作
品
搬
入

　
　
平
成
二
十
八
年
五
月
十
四
日
︵
土)

　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時

◆
審
査
員

　
　
日
本
画
　
　
　
　
平
内
　
安
彦

　
　
洋
　
画
　
　
　
　
初
田
　
　
寿

　
　
　
書
　
　
　
　
　
福
島
　
松
韻

　
　
写
　
真
　
　
　
　
柳
原
　
　
香

　
　
彫
塑ă

工
芸
　 

　
山
本
　
和
子

　
柳
田
國
男
先
生
と
井
上
通
泰
先
生
の
命

日
に
ち
な
み
、
両
先
生
を
偲
ぶ
会
と
し
て
、

毎
年
八
月
に
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館

に
よ
り
山
桃
忌
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
短
歌
祭
は
文
化
協
会
と
福
崎
短
歌
会
に

よ
り
、
山
桃
忌
の
当
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
の
短
歌
祭
は
、
左
記
の
要
領
で
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
記

日　

時
　
平
成
二
十
八
年
八
月
六
日︵
土
︶

場　

所
　
福
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー

主　

催
　
福
崎
町
文
化
協
会
・
福
崎
短
歌
会

作　

品
　
未
発
表
の
も
の
・
一
人
二
首
以
内

応
募
料
　
一
首
に
つ
き
五
百
円

要　

領
　
原
稿
用
紙
に
楷
書
で
縦
書
き

宛　

先
　
福
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　
　
　
　
文
化
協
会
事
務
局
　
宛

締　

切
　
平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日
︵
木
︶

賞　
　

　
通
泰
賞
・
町
長
賞
・
議
長
賞
・
教

　
　
　
　
育
長
賞
・
文
化
協
会
長
賞
・
商
工

　
　
　
　
会
長
賞
・
Ｊ
Ａ
兵
庫
西
賞
・
神
戸

　
　
　
　
新
聞
社
賞
の
各
賞
と
佳
作
多
数

選　

者
　
楠
　
田
　
立
　
身
　
先
生

　
　
　
　︵
兵
庫
県
歌
人
ク
ラ
ブ
顧
問
︶

表

紙

の

写

真真

のの

表

のの

紙紙

表

真

写写

表

紙

の

写

真真

表

写

表表表

紙

の

写

真

表

紙

の

写

真真真

のののの

写写
のののの
紙紙

のの

真真

のののののの

表表

写写写

のののの

表表

写写写写

　
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、

福
崎
町
文
化
第
三
十
二
号
を
発
刊
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
玉
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
皆
様
方
に

は
大
変
お
忙
し
い
中
執
筆
い
た
だ
き
、ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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川
山
︵
西
田
原
︶
の
山

頂
に
、
昨
年
三
月
に
完
成
し

た
展
望
ス
ペ
ー
ス
﹁
望
郷
の

丘
﹂
か
ら
の
眺
望
で
す
。

　
福
崎
町
出
身
の
歌
人
・
岸

上
大
作
を
顕
彰
す
る
た
め
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
大
作
が
生

ま
れ
育
っ
た
井
ノ
口
地
区
が

一
望
で
き
、
壁
面
に
は
大
作
の

写
真
と
故
郷
を
詠
ん
だ
短
歌
が

焼
き
付
け
ら
れ
た
タ
イ
ル
が

掲
げ
ら
れ
、
功
績
を
し
の
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
展
望
台
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
、

生
家
跡
や
福
崎
高
校
、
岸
上

家
の
墓
所
な
ど
、
ゆ
か
り
の
場
所
に
大
作
の

生
涯
を
た
ど
り
、
今
な
お
多
く
の
人
の

心
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
大
作
の
短
歌
を

口
ず
さ
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

編

集

後

記


